
「誰もが住み続けたいと思える地域の実現」をめざします

中津川市社会福祉協議会（中津川市社協）は福祉のまちづくりをすすめます

社会福祉協議会は、民間非営利組織としての「自
主性」と様々な分野の関係者、地域住民に支えられ
た「公共性」という二つの側面を併せ持った組織で、
「地域福祉の推進を図ることを目的とした団体」と
して社会福祉法に位置付けられています。

中津川市の地域福祉計画と連動しながら、住民やボランティア、福祉施設、民生委員・児童委員等
幅広い関係者に呼びかけて民間福祉活動の計画である、第３期中津川市地域福祉活動計画（令和３年
度～令和８年度）が策定されております。

地域住民の力とネットワークで一人ひとりの暮らしを支えます

地域福祉の計画づくり
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中津川市社協は、住民のみなさま、社会福祉や保健・医療、教育などの関係者、ＮＰＯ、さらに、
さまざまな団体、機関によって構成されています。
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支 援 連絡調整

昭和５３年１月６日 社会福祉法人中津川市社会福祉協議会として設立認可
昭和５３年２月６日 社会福祉法人登記
平成１７年４月１日 市町村合併に伴い中津川市近隣町村社会福祉協議会と合併
平成２９年４月１日 社会福祉法人椿苑を吸収合併

沿革



●障害福祉サービス
・障がい者就労支援
・障がい者相談支援
・障がい者ヘルパー
・障がい者デイサービス

●介護保険事業
・ケアプランセンター
・ホームヘルパー
・デイサービス
・ショートステイ

●その他
・在宅介護用品の貸出
・レクリエーション道具の貸出
・福祉車両の貸し出し
・介護タクシー
・配食サービス（受託）
・移送サービス（受託）
・介護予防教室（あんきなくらぶ）（受託）
・在宅介護支援センター（受託）

●ファミリー・サポート・センター

高齢者の通院、買い物など、
家族をサポートします。（受託）

●寄附金の受付
本会が行う地域福祉活動に活用されます。

「特定寄附金」として、確定申告時に所得
控除に代えて税額控除制度の適用を受ける
ことができます。

●社協会費
地区社会福祉推進協議会の事業
に活用されます。
・一般会費：年額 1,000円
・特別会費：年額 3,000円以上
・法人会費：年額 5,000円以上

●赤い羽根共同募金の受付
市内の福祉活動などに活用されます。
本会に岐阜県共同募金会中津川市支会
が設置されており、募集や、配分申請
に係る事務を行っております。

●災害時に、ボランティアと被災者を繋ぐ、災害ボランティアセンターを市からの要請により開設します！
●災害時に強い街づくりを推進します。
●災害ボランティアや災害ボランティアセンターの広報啓発を行います。

●ボランティアセンター
地域や社会のための活動を応援します！

●福祉共育の推進
共に生きる社会にむけて、「福祉の心」を育みます

●日常生活自立支援事業
判断能力が十分でない方への日常生活に
必要な手続きや金銭管理をサポートします

●高齢者や子育てのふれあいサロン
笑顔が生まれる交流の場をつくっています

●当事者・家族の仲間づくりを支援しています

●まちづくりをすすめる住民の組織をサポート！

●住民主体の生活支援サービス
地域の「困った！」を解決するサービスを開発します

●生活困窮者自立支援制度における事業の実施
●総合相談の実施

福祉の出張相談
●生活福祉資金の貸付相談
●地域で暮らしを支える在宅福祉支援
●高齢者総合相談

北部地域包括支援センター
東在宅介護支援センター 南在宅介護支援センター

shakyo@takenet.or.jp
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